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■ 学科試験問題 [マガキ分野／専門級] 

 

つぎの ぶんしょうが ただしければ ○ まちがいなら × をかっこ（ ）の 

なかに かきなさい。 

 

<せんもんかんけい> 

Senmonkankei 

１．（ ）にほんで もっとも おおくの まがきが ようしょくされている 

ところは ひろしまけん である。 

 

２．（ ）にほんの かいるいようしょくの およそ はんぶんは 

まがきようしょく である。 

 

３．（ ）せかいじゅうで ようしょくされている かきの しゅるいは 

まがき １しゅるい である。 

 

４．（ ）まがきの ようしょくほうほうは いかだすいかしき の １つ 

しかない。 

 

５．（ ）ようせい（らーば）のときは さかな や ほかのどうぶつに 

たべられて かずが すくなくなっていく。 

 

６．（ ）まがきの ようせいは ０．３ｍｍくらいに なると ものに 

ふちゃくする。 
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７．（ ）ようしょくしている まがきは ２～３ねんで ３０ｃｍに 

せいちょうする。 

８．（ ）まがきが いわなどに ふちゃくする からは たいらな から 

（うかく） である。 

 

９．（ ）したの ずの ように えらは かいすいの ながれを おこす。 

       

１０．（ ）がいとうまくは さんらんを おえると えいようぶんが  

なくなり とうめい になる。 

 

１１．（ ）えらの ひょうめんには めに みえない ちいさな せんもう 

がある。 

 

１２．（ ）さいびょうきを つりさげる まえに ようせいの ちょうさなど 

を おこなう。 

 

１３．（ ）ちがいの ときに さかなに たべられる ことがある。 

 

１４．（ ）にほんの まがきようしょくは てんねんしゅびょう のみで 

おこなっている。 
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１５．（ ）たねいた、げんばんとは ちがいが ふちゃくした ほたてがいの 

からを いう。 

 

１６．（ ）かいどくに よって ひとが しぬことが ある。 

 

１７．（ ）ふちゃくせいぶつの ふちゃくにより まがきが ちっそくして 

しぬことが ある。 

 

１８．（ ）ちがいは ほたてがいの からに ふちゃく しているため 

さかなに たべられる ことはない。 

 

１９．（ ）まうすゆにっと（ＭＵ）は どくの りょうを あらわす たんい 

である。 

 

２０．（ ）かいどくは どくをもつ ぷらんくとんを たべた かいに 

どくが たまることによって おきる。 

 

２１．（ ）まがきを しゅっかするときは ようしょくかいいき を しるす 

ひつようが ある。 
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２２．（ ）したのずの せいぶつは まがきや ようしょくしせつに 

ふちゃくする せいぶつ である。 


